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第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
戯
糖
の
名
人
豪
賃
法
醗
の
鶏
究

簸
総
の
名
人
豪
儒
法
印
の
研
究

曜

t

第
三
続
　
　
流
二
　
（
　
三
七
四
）

粟
　
野

秀
　
穗

　
　
　
　
序
　
　
言

　
豪
信
の
墨
蹟
に
つ
い
て
は
從
來
の
美
術
研
究
家
の
間
に

相
嘗
に
注
意
を
彿
は
れ
た
る
事
あ
み
も
、
其
詳
細
な
る
研

究
に
至
っ
て
は
未
だ
至
れ
な
し
、
予
輩
今
回
圖
ら
す
も
京

都
曼
珠
院
に
於
て
、
豪
信
書
く
所
の
三
代
帝
王
、
撮
關
、
大

隠
影
等
三
々
の
尤
も
信
愚
す
る
に
足
る
べ
き
模
寓
本
を
饗

見
し
、
こ
れ
に
よ
り
從
來
未
だ
知
ら
れ
ざ
り
し
二
三
蓉
の

原
本
の
所
在
を
も
知
る
こ
ご
を
得
た
り
。
彷
て
不
冑
自
ら

あ
せ
ら
す
諸
書
に
つ
き
て
研
究
せ
し
所
、
是
等
の
三
霧
の

内
容
は
勿
論
、
其
著
者
豪
信
に
つ
い
て
も
從
來
唱
導
さ
れ

ざ
り
し
幾
多
の
事
踏
を
探
り
得
て
、
我
美
術
史
上
に
鎌
倉

．
末
期
に
於
け
る
一
大
家
を
瀦
、
へ
得
る
を
得
た
り
。
こ
れ
に

な
り
こ
、
に
立
大
禮
を
記
述
し
て
識
者
の
叱
正
を
仰
が
ん

ご
す
る
も
の
な
り
。

　
　
　
一
、
｛
象
信
に
…
濡
す
る
從
來
・
の
研
∵
究
を
評
す

　
　
　
　
イ
、
　
に
「
弱
鷺
駄
h
態

　
　
　
　
　
　
ン
・
二
十
瀦
芝
三

　
書
史
は
狩
野
重
工
の
編
著
に
し
て
京
狩
野
家
弟
　
業
蹟

の
結
果
に
な
b
、
元
轍
五
年
春
こ
れ
を
訓
に
付
し
た
る
も

の
な
り
。
こ
の
書
古
來
塵
室
の
傳
を
記
す
る
こ
ご
詳
細
な

る
が
、
豪
信
に
癒
し
て
は

　
櫓
…
豪
…
信
、
磁
隠
畿
邑
、
爲
山
　
法
印
，
藤
縢
信
牌
實
六
世
孫
・
也
、
或
U
、
　
厨

　
在
洛
西
梅
津
長
編
寺
花
園
院
震
影
者
、
豪
信
奉
命
所
寛
…
也
．

ε
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
豪
信
の
家
系
ご
其
筆
蹟
の
代
表
作
ご

を
暴
げ
た
る
も
の
な
る
が
、
其
家
系
は
奪
卑
藤
下
に
よ
り

し
な
る
べ
く
、
信
實
六
世
の
孫
，
ご
な
せ
り
。
其
筆
蹟
こ
し

て
梅
津
長
礪
寺
の
花
園
院
痛
歎
を
畢
げ
た
る
は
蕪
者
の
博



き
見
聞
を
示
す
も
の
な
れ
共
、
．
著
者
永
納
は
山
樂
の
曾
孫

ビ
し
て
京
狩
野
家
の
正
統
を
傳
へ
、
斯
道
の
家
こ
し
て
数

多
の
和
漢
の
名
作
を
所
持
し
及
び
見
聞
す
る
機
會
も
多
か

り
し
な
ら
ん
も
、
豪
信
の
懇
懇
其
の
他
に
つ
い
て
言
ふ
事

な
き
は
、
京
狩
野
家
を
以
て
し
て
猫
ほ
豪
信
に
謝
す
る
研

究
の
懸
盤
な
ら
ざ
る
を
知
る
べ
き
な
り
Q

　
　
　
　
ロ
、
山
州
名
跡
志

　
本
書
は
坂
内
自
慧
の
著
に
し
て
、
二
十
有
籐
年
の
研
鍵

．
に
な
り
元
織
十
五
年
三
月
大
成
せ
り
。
そ
の
内
癖
能
く
細

密
に
亙
り
て
調
査
し
、
蕾
記
、
記
録
に
其
の
謹
を
求
め
、

地
誌
ご
し
て
充
分
信
用
を
措
く
に
足
る
。
そ
の
梅
津
長
輻

寺
を
記
載
せ
る
所
に
簸
て
、

　
別
麗
麗
又
號
大
難
輪
粍
園
院
御
塔
所
也
。
鋸
盤
書
圖
在
當
寺
有

　
上
灘
御
震
韓
懇
懇
左
、

　
　
予
之
随
質
や
法
印
豪
信
赦
爲
信
卿
息
所
圓
也
。
子
時
暦
廉
改

　
　
元
無
韻
之
候
也
。

ご
記
せ
り
。
こ
れ
は
有
名
な
る
花
園
院
御
法
禮
御
影
の
事

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
似
総
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

な
れ
ば
、
著
者
自
慧
は
よ
く
一
々
實
吻
に
祷
り
て
調
査
せ
，

圓第一る
も
の
ご
考
へ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
號

五
三
　
（
　
三
七
五
）

（藏寺扇長）影震院園花錐信豪



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
総
の
名
人
豪
信
法
剛
の
副
研
究

　
　
　
　
ハ
、
古
書
備
考

　
本
書
は
狩
野
榮
信
の
子
な
る
朝
岡
興
頑
の
著
な
り
Q
榮

信
は
伊
川
院
ご
凝
し
、
幕
、
府
の
維
師
こ
し
て
著
名
な
り
○

三
三
は
そ
の
第
二
子
に
生
れ
、
日
常
書
に
親
し
み
其
の
藏

す
る
名
叢
の
粉
本
甚
だ
多
し
、
こ
れ
等
に
よ
り
て
倦
む
所

な
く
蒐
集
研
究
せ
る
も
の
二
の
古
叢
備
考
に
し
て
、
本
邦

丹
青
の
蹟
を
知
る
べ
き
良
書
こ
し
て
は
、
堀
旋
格
の
扶
桑

名
書
傳
こ
こ
の
書
ご
二
つ
あ
る
の
み
。
以
て
こ
の
書
の
総

甕
史
研
究
上
の
墾
考
書
こ
し
て
の
等
値
を
知
る
㎡
、
し
ワ
幽

し
て
豪
信
に
關
し
て
は
、
こ
の
書
庫
十
六
名
書
の
都
に
記

し
て
、知

日
所
記
洛
西
梅
津
長
編
寺
、
花
園
院
震
影
者
、
豪
信
奉
命
所

爲
也
。
然
レ
バ
則
”
系
圖
ト
年
代
ト
翔
合
フ
。
叉
巻
軸
ノ
冷
勘

川
余
下
北
ハ
暦
癒
元
年
二
黒
家
ア
リ
テ
必
要
，
二
世
ゼ
ラ
ル
。
是

レ
モ
岡
ジ
頃
ナ
リ
。
卸
町
二
其
霞
、
柿
本
ノ
島
影
二
頓
阿
ノ
書

モ
ァ
ル
ベ
キ
コ
ト
ニ
ゾ
思
ヒ
侍
り
ヌ
。
叉
．
青
鮫
至
天
保
七
年
七

刃
、
於
憲
齋
禦
、
蕎
果
繋
言
挙
繊
二
歪
㍊

　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
五
臨
　
　
（
三
七
六
）

縢
編
繊
斐
碧
漆
器
、
所
被
仰
、
今
罷
盟
御

　
詞
、
巻
頭
嵩
於
法
性
寺
殿
、
三
十
員
像
也
、
影
藤
妙
察
奥
。
自

　
狩
野
氏
所
馴
者
，
難
拙
書
，
歪
糠
原
本
、
構
探
幽
墓
者
、
以
新

　
補
加
古
轟
可
厭
。
古
拙
二
方
ノ
巻
奥
書
康
安
二
年
識
し
力
筆
ト

　
カ
右
ツ
帰
、
原
本
瀕
愚
凱
融
三
所
澄
日
題
C
然
網
〃
嵐
然
信
ノ
勢
貯
タ
ル
ニ
テ
汁
…
ハ

　
回
唄
マ
．
テ
｛
仔
へ
叩
セ
シ
ド
八
ト
見
ユ
。
又
按
艀
嬢
信
傍
〃
理
卿
ノ
自
廟
ニ
チ
ハ

　
極
老
、
－
難
モ
、
然
書
法
ハ
若
キ
所
ア
ル
ゴ
ト
シ
、
猴
可
考
。

ご
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
～
　
「
“
化
田
隅
院
慶
夕
影
考
、
　
｛
帰
響
箔
轟
奉
へ
叩
所
省
卿
由
世
、
　
妖
職
レ
　
バ
…
期
系
岡
卜

　
（
O
O
O
O
O
Q

　
　
年
・
代
卜
相
…
ム
ロ
フ
」
ε
、
冨
へ
り
。
臓
罵
れ
は
・
署
者
が
翫
其
、
の
晶
族
永
紬
…

　
　
の
本
朝
謎
史
に
よ
の
て
説
を
立
て
た
る
も
の
に
て
、
奪
厚
分

　
　
豚
に
、
豪
信
は
儒
實
．
の
六
代
の
孫
，
こ
し
て
級
は
れ
た
る
よ
り

　
　
考
へ
て
豪
儒
の
年
代
を
南
北
朝
勧
期
、
こ
な
し
、
長
編
寺
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
園
院
酒
煮
の
講
な
る
「
暦
慮
改
元
無
射
底
地
也
」
ε
相
合
ふ
、
こ

　
　
い
へ
る
な
り
。

　
　
籠
れ
共
、
予
輩
は
こ
の
詮
に
於
け
る
年
代
に
つ
い
て
は
大
膿

　
　
誤
な
し
、
こ
考
ふ
る
も
、
世
代
撒
に
於
い
て
は
「
六
代
の
孫
」
を

　
　
採
ら
す
。
記
臆
の
子
こ
し
で
信
託
よ
り
起
算
し
て
五
代
の
孫

　
　
を
よ
し
ミ
患
ふ
。



　二
「
総
軸
ノ
今
幽
川
兼
季
公
ハ
暦
鷹
元
年
二
超
家
ア
リ
テ
翌
年

（　
高
麗
ぜ
ラ
ル
。
是
レ
モ
同
ジ
頃
ナ
リ
．
い
」
－
こ
い
へ
る
は
大
臣
影

　
の
製
作
年
代
を
指
し
た
る
も
の
に
て
、
大
臣
影
は
、
暦
慮
元

　
年
跡
職
磯
家
し
穿
る
今
出
川
兼
季
を
最
後
こ
し
て
叢
き
た
る

　
も
の
な
れ
ば
、
書
駒
の
製
作
も
知
慮
以
後
、
こ
い
ふ
事
な
く
大

　
腸
に
於
い
て
こ
の
見
當
な
り
。

G
の
「
驚
暴
遠
写
篠
轍
二
巻
繭
欝
灘
騰
響
狩

　
野
当
所
來
者
、
難
場
叢
，
粂
豫
凛
本
聡
急
雨
冠
者
、
以
新
補

　
加
古
岡
可
厭
」
、
こ
あ
り
。
江
戸
幕
府
に
は
大
臣
影
の
模
鳥
を

　
有
し
、
叉
縣
蘭
影
の
模
本
も
二
種
あ
り
し
も
の
・
如
し
。
卸

　
ち
一
は
狩
野
縮
清
の
藏
本
に
し
て
古
拙
↓
原
本
に
近
く
、
他

　
は
探
幽
の
狂
言
に
し
て
新
に
補
加
し
て
却
っ
て
眞
を
失
ひ
厭

　
ふ
べ
き
も
の
な
り
し
が
如
し
つ

　四
…
、
古
拙
之
方
ノ
巻
奥
書
康
安
二
年
書
ト
カ
筆
ト
カ
有
之
、
旅

！
曳　

本
霞
者
之
所
書
也
」
ミ
あ
り
Q
狩
野
砧
溝
所
藏
徳
來
の
も
の

　
に
康
安
二
年
置
こ
い
ふ
奥
害
あ
り
て
、
こ
れ
は
原
本
に
よ
れ
り

　
一
こ
い
ふ
。
予
輩
米
だ
錨
驕
影
に
康
安
二
年
の
奥
書
あ
る
も
の

　
を
見
す
。
特
に
今
回
獲
見
の
原
本
に
尤
も
近
き
曼
珠
院
本
の

靴
擦
本
に
其
文
字
を
零
す
。
何
に
よ
れ
る
も
の
か
注
臼
に
値

　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紫
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

　
す
る
も
の
な
れ
、
こ
も
今
日
之
を
探
究
す
る
を
得
す
。

　五
「
然
剛
直
山
號
信
ノ
雄
｛
仔
ハ
鴛
ハ
頃
マ
ノ
ァ
ト
醸
ガ
ヘ
ラ
ル
、
．
」
¶
こ
い
へ
り

，
で
、

　
こ
れ
も
推
測
な
る
を
坦
て
萎
む
る
能
は
す
。
予
輩
も
豪
儒
の

　
死
浸
年
代
に
就
い
て
は
未
だ
凝
蔑
し
得
ざ
る
を
憾
む
。
諸
書

　
に
「
東
和
の
比
の
人
」
－
こ
な
す
。
尤
も
適
適
か
。

　
而
し
て
な
書
を
麺
じ
て
孜
察
す
る
に
、
著
濟
興
頑
は
大

臣
影
を
見
、
其
の
後
雛
關
副
膵
認
り
ま
で
も
見
て
其
製
作

年
代
ま
で
を
突
き
止
め
ん
こ
し
た
る
も
、
歴
代
帝
王
筏
影

に
至
り
て
は
叫
言
も
翻
れ
に
費
す
な
き
は
、
蓋
し
江
府
に

も
未
だ
こ
の
審
子
を
｛
減
せ
す
、
懲
懲
の
元
老
狩
野
家
も
亦

こ
の
憲
子
を
博
す
る
事
な
か
り
し
を
明
臼
に
知
り
得
る
な

り
。　

　
　
　
二
、
副
書
考

　
本
書
は
安
政
頃
の
入
齋
藤
知
明
に
よ
り
て
著
は
さ
れ
だ

る
も
の
な
り
。
こ
の
書
に
は
豪
信
を
記
し
て
系
譜
ご
業
蹟

　
ご
を
記
す
。

6
隆
信
岩
實
i
綴
霧
信
⊥
弩
耀
堺
繍

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
五
五
　
（
　
三
七
七
）



　
　
　
第
十
四
魯
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

　
　
ラ

　
　
ニ
総
｛
蒙
信
信
實
麗
代
孫
、
肉
門
法
印

　
　
（

　
　
　
融
灘
賑
花
幕
建
人
丸
轟
紙
賀
蘂
巻
物
歌

　
　
　
動
残
墜
藻

　
　
　
鷹
た
蕩
愛
矧

　
　
　
　
　
串
　
ユ
．
，
」
舞

ご
あ
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
豪
信
を
爲
信
の
子
こ
な
し
、
信

實
五
代
の
孫
こ
な
し
た
る
は
長
幅
寺
辰
影
の
讃
に
よ
れ
る

も
の
か
G
其
の
年
代
を
貞
和
の
頃
に
係
け
た
る
は
よ
き
も

刑
部
卿
は
何
に
よ
り
た
る
か
、
予
輩
未
だ
他
に
此
の
記
載

を
見
す
Q
其
業
蹟
の
方
を
観
る
に
長
編
寺
震
影
の
外
は
皆

傳
説
的
の
も
の
な
る
べ
く
、
こ
の
書
の
著
者
は
帝
王
影
も

概
關
影
も
大
臣
影
を
も
知
ら
ざ
る
も
の
こ
見
え
、
　
一
言
も

こ
れ
に
論
及
せ
す
ゆ

　
　
　
　
ホ
、
考
古
圖
譜

　
本
書
は
國
學
の
大
家
黒
川
春
村
に
よ
り
て
著
は
さ
れ
た

る
も
の
に
し
て
、
後
そ
の
男
眞
頼
文
學
博
士
の
増
補
し
た

る
も
の
な
り
。
H
本
総
…
書
に
っ
き
て
の
文
献
的
研
究
は
こ

の
書
に
よ
り
て
殆
ん
ご
網
羅
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
‘
美
術
史

研
究
の
好
墾
考
書
だ
る
を
失
は
す
。
こ
の
書
巷
七
に
「
大

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
玉
山
ハ
　
（
　
三
七
八
）

臣
影
L
を
記
載
す
。

　
大
隠
藁
影

　
豪
信
法
印
所
電
，
自
花
山
院
左
府
家
忠
公
、
至
今
出
川
右
府
兼

　
季
寄
、
大
臣
八
十
入
省
像
也
。

　
　
巻
尾
云
、
大
臣
影
豪
信
法
印
筆
也
、
銘
染
愚
筆
了
、
不
可
出

　
　
闘
外
野
。
　
　
花
押

　
大
臣
八
十
人
像
、
藏
在
陽
明
藤
太
閤
之
町
営
。
其
、
帰
塁
櫓
豪
信

　
所
叢
、
弼
皇
民
語
未
詳
其
人
也
云
々
　
叢
襟
字
罷
二
照
原
本
、

　
摺
窮
著
色
、
装
成
二
雀
、
藏
於
東
武
秘
府
、
實
永
六
年
十
月
十

　
八
日

　
（
塘
補
三
三
、
日
）
大
距
眞
影
、
或
は
大
臣
岡
、
こ
も
い
ふ
二
巻
な
り

　
花
山
院
左
大
臣
家
忠
よ
り
は
じ
め
て
今
出
…
川
右
大
臣
兼
季
公
に

　
終
る
大
臣
八
ナ
入
の
像
な
り
。
模
電
博
物
館
に
あ
り
。

ご
あ
り
。
日
疋
れ
に
よ
れ
ば
い

　
　

　
一
大
臣
影
は
豪
信
の
筆
な
る
事
。

　
X

　
二
「
大
臣
影
は
八
十
人
の
画
像
に
し
て
二
巻
よ
り
成
る
事
」
こ

　
（

　
　
れ
は
二
巻
ε
せ
る
は
便
宜
上
さ
せ
る
も
の
な
る
べ
く
、
曼
珠

　
　
院
本
に
は
さ
る
形
跡
な
し
。



　
　

　
三
「
蓋
置
未
詳
其
人
」
ε
い
へ
り
◎
其
蹟
語
は
予
蛮
の
研
究
に
よ

　
（

　
　
れ
ば
花
押
に
よ
り
て
青
蓮
院
奪
圓
法
親
王
な
る
事
を
明
白
に

　
　
せ
り
。

　
響
禦
（
礪
藤
）
療
本
を
曝
書
い
へ
る
も
、
内
糠
士

　
（

　
　
は
こ
れ
に
よ
り
て
入
を
同
家
に
求
め
て
調
査
し
た
る
も
原
本

　
　
は
な
一
て
摸
旗
本
を
弄
す
ε
語
ら
れ
た
り
。

而
し
て
こ
の
「
考
古
事
理
」
中
に
歴
代
帝
王
影
、
雛
關
影
の

項
あ
れ
ご
も
甚
だ
簡
に
し
て
、
し
か
も
二
譜
共
に
筆
者
名

を
逸
し
、
い
つ
れ
も
模
本
を
博
物
館
に
画
す
れ
ご
も
傳
統

明
白
な
ら
ざ
る
由
を
言
へ
り
。
想
ふ
に
黒
川
氏
父
エ
」
は
國

學
の
泰
斗
に
し
て
、
考
謹
學
の
大
家
な
り
。
家
に
歎
萬
の

藏
書
を
擁
し
、
幕
府
及
び
維
新
後
の
博
物
館
、
美
術
館
に

験
を
奉
じ
て
古
叢
に
通
達
さ
れ
た
る
事
は
自
他
共
に
之
に

任
す
。
蒲
か
も
豪
一
信
の
研
究
に
つ
い
て
明
を
敏
き
た
る
却

っ
て
、
前
述
の
二
三
書
以
下
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
へ
、
山
只
　
都
晶
府
出
監
一
心
鎧
勧

　
京
都
府
に
於
い
て
故
湯
本
断
機
氏
の
編
纂
せ
し
も
の
に

て
爲
本
ε
し
て
傳
は
る
○
そ
の
曼
王
院
の
部
に
田
く
、

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

｝
帝
王
辮
關
大
臣
燈
影
横
巻
　
　
　
　
三
巻

　
紙
本
錦
装
縦
…
尺
桐
箱
入

巻
中
ノ
心
葡
マ
ェ
ニ
ハ
良
蝦
朋
｝
大
白
王
、
鮮
鱗
・
關
ハ
法
性
土
寸
關
白
大
臣
ハ

お
仁
公
言
難
業
鍔
）
簡
・
至
沓
像
二
・
纂
・
寺

實
ナ
リ
シ
が
明
治
十
一
年
宮
内
省
二
献
納
シ
今
御
物
ト
ナ
リ

白
綾
黄
金
ノ
賜
物
ア
リ
。
且
ッ
宮
内
省
ヨ
リ
森
寛
齋
二
命
ジ

之
ヲ
臨
窮
シ
、
原
本
ノ
如
ク
表
装
シ
テ
本
寺
二
御
下
附
ア
リ

シ
モ
ノ
ナ
ツ
。
巻
宋
二
奥
書
ア
ル
事
左
ノ
如
シ
。

○
此
一
巻
爲
信
御
筆
也

　
陸
奥
二
代
豪
信
法
印
奉
書
之
・
御
本
也
、

　
、
不
可
勘
回
外
者
也
、

　
銘
行
ヂ
卿
十
一
、
奥
二
代
加
愚
筆
也
、
　
（
花
押
）

○
講
代
・
影
豪
信
法
晶
繁
也
、

　
不
可
嵩
三
一
者
也
、
銘
所
満
愚
筆
也
、
　
（
花
押
）

○
大
霞
影
豪
信
法
印
錐
也

　
銘
染
愚
筆
了
、
不
可
出
理
外
了
　
（
花
押
）

帝
轟
影
・
媒
・
大
・
之
量
・
華
・
・
難
三
す

庭
…
・
安
ハ
後
光
嚴
ノ
薄
儀
ナ
レ
ハ
非
時
二
曲
リ
古
　
闘
う
集
メ
テ

製
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
。

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
五
七
　
（
　
三
七
九
）



　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

其
容
貌
各
同
シ
カ
ラ
ス
、
衣
服
肥
痩
様
々
ナ
レ
ハ
嫁
ル
所
ア

ル
カ
如
シ
、
其
服
装
帝
王
ニ
ハ
衣
冠
直
衣
法
躰
種
々
ア
リ
、

揺
關
及
ヒ
大
臣
ハ
共
二
束
帯
ナ
レ
ハ
今
註
セ
ス
、
此
事
ハ
更

小
考
副
説
セ
ン
ト
λ
Q

　
挿
圖
第
二
　
暦
代
帝
王
震
影
奥
書
（
曼
球
院
藏
）

継
、
望
《
誌
鶴
矧
威
野
業
」

　
　
　
　
　
　
　
も

「
、
愚
蒙
砂
ぜ
籍
矛
纏
β
難
ず
濃
繕
一
貌

ビ
あ
り
。
之
れ
は
天
皇
影
ド
饗
す
る
研
究
の
最
初
の
も
の

た
る
べ
き
も
、

　
イ
、
豪
信
に
就
き
て
の
考
説
も
な
く
、

　
ロ
、
奥
書
に
關
す
る
批
制
も
研
究
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
ハ
、
今
上
を
癒
安
二
ε
誤
り
た
る
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
五
八
　
（
　
三
入
○
）

等
．
研
究
上
に
大
な
る
儂
値
あ
る
も
の
に
あ
ら
す
。
軍
に

一
篇
の
報
告
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
ト
、
「
日
本
肯
受
書
ご
鎌
倉
時
代

　
こ
の
篇
は
文
學
博
士
内
藤
虎
次
郎
氏
の
研
究
に
し
て
、

「
鎌
倉
時
代
研
究
」
の
中
に
牧
め
ら
れ
、
後
其
の
著
「
日
本

文
化
の
研
究
」
中
に
も
罷
め
ら
れ
た
り
。
十
入
頁
に
過
ぎ

ざ
る
小
論
文
な
る
も
内
容
は
精
彩
、
透
徹
を
究
め
、
美
術

史
方
面
に
甚
だ
大
な
る
慣
値
を
有
す
る
文
な
り
。
其
の
中

に
下
の
如
き
論
説
あ
り
。

　
信
實
よ
り
六
代
目
に
豪
信
法
印
ε
い
ふ
省
像
霊
鑑
あ
り
。
豪
信

　
法
印
の
筆
蹟
，
こ
し
て
は
花
園
院
震
影
残
れ
り
。
そ
れ
に
院
の
震

　
筆
に
て
奥
書
せ
ら
れ
し
所
－
こ
豪
信
の
系
圖
－
こ
し
て
傳
は
る
所
、
こ

　
の
間
に
は
信
貧
の
子
孫
ε
し
て
の
代
数
の
相
違
を
來
す
が
、
奪

　
卑
分
脈
に
よ
り
て
疑
問
は
決
せ
ら
れ
得
べ
し
、
豪
信
に
つ
き
て

　
彼
の
尤
も
著
し
き
仕
事
は
、
彼
の
組
先
平
炉
瞬
き
し
所
の
省
像

　
遊
の
編
纂
を
せ
し
も
の
ミ
思
は
る
、
三
種
の
省
像
霊
集
を
残
せ

　
し
事
な
り
。
師
ち
歴
代
帝
王
粒
餌
、
揺
曳
影
、
大
臣
影
こ
れ
な

　
の
。



，

此
三
種
の
省
像
識
巻
は
博
淀
本
に
て
流
布
し
居
り
、
歴
代
齋
王

震
影
は
烏
羽
院
よ
り
後
醍
醐
院
ま
で
あ
、
り
て
、
其
奥
書
に
よ
れ

ば
其
内
鳥
朋
院
よ
り
伏
見
院
ま
で
は
信
實
の
曾
孫
な
る
爲
信
卿

の
筆
・
こ
傳
へ
ら
れ
、
後
伏
見
院
、
御
醍
醐
院
の
二
代
は
豪
信
法

印
の
書
き
し
も
の
¶
こ
言
は
る
㌧
か
、
勿
論
爲
．
信
卿
の
筆
、
こ
い
は

る
Σ
十
黒
黒
の
旋
影
中
に
は
組
先
代
々
の
入
の
蚕
き
し
も
の
蕊

憾
篇
を
含
む
も
の
な
る
べ
し
。
此
震
影
の
自
分
が
兄
た
る
も
の

は
富
濁
銀
齋
翁
の
所
藏
さ
る
、
も
の
に
し
て
，
冷
製
爲
恭
の
嘉

し
傳
へ
た
る
も
の
な
り
。
振
絶
美
は
今
手
許
に
軍
官
に
な
る
も

の
な
き
が
，
大
距
影
は
自
分
も
箕
傳
本
を
黒
煙
す
。
花
山
院
家

忠
以
後
八
十
人
の
大
子
の
省
像
を
集
む
、
こ
の
傳
露
本
の
原
本

は
近
衛
家
に
あ
り
し
由
、
煙
害
に
あ
り
た
る
を
果
て
嘗
て
同
家

の
藏
品
捜
索
を
乞
ひ
し
も
未
だ
養
見
さ
れ
す
し
て
、
獲
見
さ
れ

し
は
傳
爲
本
中
の
別
本
な
り
き
。

そ
れ
に
よ
り
て
八
十
大
臣
の
外
に
其
後
の
分
を
補
鷹
せ
し
本
あ

る
事
も
明
か
ぐ
」
な
れ
り
。
勿
論
こ
れ
も
隆
信
月
來
の
描
き
し
禽

像
を
編
纂
せ
し
も
の
な
ら
ん
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
不
審
な
る
は

其
中
に
あ
る
所
の
重
盛
の
省
像
が
、
現
に
紳
護
寺
に
存
在
せ
る

も
の
S
少
し
も
似
ざ
る
事
な
り
。
故
に
紳
煙
寺
の
も
の
は
果
し

第
十
四
三
瀬
門
研
　
究
　
　
似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

・

　
て
重
盛
の
も
の
な
る
か
は
疑
問
な
る
べ
し
，

　
自
分
は
こ
の
三
通
の
賞
像
霞
の
存
在
す
ろ
時
代
、
即
ち
藤
原
末

　
期
よ
り
南
北
朝
初
期
ま
で
の
時
代
を
以
て
日
本
得
像
叢
の
高
潮

　
期
、
こ
い
・
識
古
燈
に
考
へ
居
れ
り
．
一
回
巾
・
に
も
降
…
信
、
信
撮
員
は
勿
込
醐

　
豪
信
に
し
て
も
、
其
技
側
の
優
れ
ろ
事
は
簡
邪
な
る
用
筆
の
蘭

　
に
蒼
黒
あ
っ
て
、
面
蒲
な
り
、
風
釆
な
け
を
現
は
せ
る
所
を
特

　
色
ミ
す
べ
し
。

ご
あ
り
。
こ
れ
㌧
に
よ
れ
ば
博
士
は
、

　
ラ

　
↑
豪
億
、
得
實
の
六
代
目
の
子
蓼
、
せ
ら
れ
、
理
工
分
脈
詮
を

　
　
探
用
さ
る
瓢
に
似
た
り
。
然
れ
共
こ
れ
は
愈
野
分
版
の
所
傳

　
　
よ
り
は
院
の
震
筆
奥
書
の
方
が
正
し
く
、
此
の
他
に
院
の
震

　
　
記
に
も
豪
信
を
以
て
爲
信
の
息
ミ
さ
れ
し
記
事
あ
り
。
叉
青

　
　
蓮
院
文
書
に
は
矢
張
の
爲
信
の
息
、
こ
な
し
、
帝
王
震
影
の
奥

　
　
書
に
も
爲
信
の
子
S
翫
せ
り
。
こ
れ
難
．
は
以
て
奪
卑
分
賑
を

　
　
訂
正
す
る
に
足
れ
り
。

　
　

　
一
一
「
豪
信
の
著
し
き
仕
事
、
こ
し
て
歴
代
帝
王
震
影
、
醤
閥
影
、

　
（

　
　
大
臣
影
の
三
種
の
聖
像
叢
集
を
残
せ
し
事
な
り
。
（
組
先
來
書

　
　
き
し
研
の
肯
像
叢
の
編
纂
を
せ
し
も
の
・
こ
思
は
る
云
々
）
ε

　
　
あ
る
は
尤
も
傾
聴
す
べ
き
早
熟
に
し
て
、
就
中
豪
信
は
覗
先

箪
三
號
　
　
五
九
　
（
　
三
入
…
）



　
　
纂
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
維
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

　
蝦
來
鍵
き
し
緬
紳
の
省
像
書
を
編
纂
せ
る
な
り
β
ミ
説
か
れ

　
た
る
は
予
輩
の
甚
だ
敬
服
す
る
ミ
こ
ろ
に
し
て
、
博
士
の
堤

　
膿
の
摩
露
な
る
を
患
は
し
む
Q

　三
騎
士
の
見
ら
れ
た
る
「
富
醐
家
所
藏
の
帝
王
震
影
は
冷
泉
爲

（　
恭
の
筆
に
で
、
其
奥
書
に
よ
れ
ば
鳥
羽
院
よ
り
伏
見
院
ま
で

　
を
爲
信
の
作
ミ
し
、
後
伏
見
、
後
醍
醐
二
七
を
豪
信
の
筆
な

　
り
し
隔
こ
い
へ
り
．
、
こ
れ
に
よ
り
て
孜
察
す
る
に
、
こ
の
傳
寅
…

　
本
は
頗
る
不
完
杢
な
る
も
の
ミ
考
へ
ら
る
。
そ
は
予
が
見
た

　
る
曼
珠
院
本
は
鳥
羽
院
よ
り
後
伏
見
院
ま
で
を
爲
信
作
ε
な

　
し
、
花
園
、
後
醍
醐
二
帝
脅
豪
信
の
作
－
こ
せ
る
に
比
し
て
，

　
富
日
本
の
歴
代
の
順
序
等
に
つ
き
甚
し
く
錯
簡
出
入
あ
る
や

　
う
な
り
。
一
事
珠
院
本
は
銘
の
筆
者
を
も
注
し
て
後
伏
見
院

　
ま
で
は
世
職
寺
行
ヂ
卿
の
筆
ミ
し
、
奥
二
代
は
奥
書
の
筆
者

　
た
る
石
塁
親
王
な
る
事
を
知
り
得
べ
く
、
實
に
富
岡
本
に
比

　
し
て
曼
珠
院
本
の
完
備
せ
る
を
知
る
べ
し
。

う
ロ四

撫
關
影
に
つ
い
て
は
博
士
も
見
ら
れ
ざ
り
し
趣
な
り
。

X五
大
島
影
は
傅
士
所
藏
の
憾
窺
…
本
あ
射
て
、
こ
れ
は
近
衛
陽
明

F
（

　
家
の
原
本
に
よ
り
た
る
奥
書
に
よ
り
て
同
家
に
つ
き
探
求
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
六
〇
　
（
　
三
入
質
）

　
　
ら
れ
し
も
、
飽
の
傳
寛
碑
本
あ
り
し
の
み
に
て
原
本
は
號
見
さ

　
　
　
む
ぜ
　
　
　
　
　
ロ
　
ひ

　
　
オ
肖
、
ム
》
・
、
曜
ざ

　
　
か
く
大
臣
影
の
奥
書
に
辺
漁
家
に
原
本
を
濡
す
る
由
を
記
せ

　
　
る
は
、
黒
川
頼
幽
思
士
も
記
せ
る
こ
，
こ
な
れ
「
ご
、
曼
珠
院
本

　
　
に
は
か
エ
る
事
見
え
す
。
予
輩
も
ま
た
こ
の
種
の
も
の
を
未

　
　
だ
散
見
せ
す
。

按
ず
る
に
博
士
は
和
漢
の
二
三
に
精
し
く
、
斯
溢
に
つ
い

て
の
卓
見
は
世
の
嘱
す
る
所
、
豪
信
に
つ
い
て
も
始
め
て

こ
れ
を
世
に
紹
介
さ
れ
し
も
の
帥
ち
歴
代
帝
王
笈
影
「
怒

な
り
。
撮
關
影
．
大
躍
影
に
つ
い
て
は
世
の
識
者
の
論
議
す

る
も
の
あ
れ
共
、
此
筏
影
に
つ
き
て
は
實
に
博
士
が
殆
ん

ご
始
め
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
る
も
の
こ
い
ふ
べ
一
、
予
輩

後
學
の
斯
巻
に
間
す
る
知
識
又
悉
く
博
士
の
指
導
に
よ
る

も
の
な
り
。

　
　
　
　
チ
、
日
本
絵
書
史
上
懇

　
本
書
は
丈
學
博
士
笹
川
種
鄭
氏
の
著
述
に
て
絡
書
史
の

交
獄
的
詑
載
に
は
よ
く
努
め
た
る
も
の
に
て
「
鎌
倉
時
代



の
絡
頭
物
の
盛
行
」
の
章
の
如
き
、
そ
の
記
載
詳
細
極
を

む
。
然
る
に
豪
信
に
…
關
す
る
記
事
に
到
り
て
は
殆
ん
ざ
載

す
る
庭
な
く
、
叉
何
等
研
究
さ
れ
ざ
る
な
り
。

　
（
二
百
八
十
｝
頁
）
　
檜
谷
物
に
活
動
・
こ
愛
化
ミ
を
求
め
佛
叢
に

　
信
仰
¶
こ
理
想
ε
を
現
し
た
緯
叢
界
は
一
方
に
葦
生
の
技
に
於
て

　
熟
蓬
の
域
に
達
し
た
。
斯
く
し
て
藤
原
隆
信
其
子
信
實
の
如
き

　
名
人
も
萬
で
信
号
の
子
儒
覆
、
爲
櫃
の
子
伊
信
の
曾
孫
豪
儒
法

　
印
な
，
こ
も
似
緯
を
以
て
知
ら
れ
て
居
た
。

こ
い
へ
る
の
み
に
て
、
こ
の
名
匠
豪
信
を
葬
り
睡
れ
る
は

實
に
甚
し
き
も
の
に
て
、
維
書
史
の
名
総
に
謝
し
て
も
甚

し
く
遺
憾
を
戚
す
る
な
り
。

　
　
　
　
ソ
、
主
審
物
小
金

　
こ
の
書
は
現
代
大
和
維
の
大
家
な
る
松
岡
映
丘
氏
の
著

作
な
る
が
、
今
日
現
存
す
る
大
和
絡
窓
の
代
表
作
品
に
つ

い
て
、
簡
輩
な
る
解
説
を
試
み
π
る
も
の
な
る
が
、
其
の

附
録
な
る
書
贈
品
β
補
遣
の
中
に

　
大
臣
影
　
二
巻
　
傳
豪
信
　
鎌
倉
末
期
　
原
本
　
今
不
等

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
人
豪
岱
法
印
の
研
究

ご
記
載
さ
れ
た
り
。
こ
の
二
懇
こ
い
ふ
は
大
臣
影
ご
雛
閣

影
ご
を
合
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
ご
思
は
る
、
も
樹
ほ
明

白
な
ら
す
。
天
皇
影
に
至
り
て
は
一
も
記
す
る
所
な
し
。

　
　
　
　
ヌ
、
大
和
思
置
臨
写
毘
に
つ
い
て
（
國
華
掲
載
）

　
東
洋
古
美
術
の
研
究
を
以
て
一
人
者
ご
任
す
る
國
華
誌

上
未
だ
、
こ
の
豪
信
の
事
蹟
を
載
せ
た
る
こ
ご
な
く
、
從

っ
て
そ
の
作
意
に
つ
い
て
も
亦
研
究
さ
れ
た
る
事
な
し
・

然
る
に
昭
和
二
年
に
い
π
り
文
學
士
熊
谷
宣
夫
氏
は
、
上

掲
の
題
目
の
下
に
大
信
糟
大
家
の
血
豆
書
を
研
究
し
、
こ

の
中
に
豪
信
の
業
蹟
を
裏
編
し
て
精
詳
密
な
る
も
の
あ
り

そ
の
長
繭
寺
藏
の
花
園
天
皇
震
影
を
論
述
し
、
つ
い
い
て

大
隠
影
を
も
仔
細
に
研
究
し
、
進
ん
で
豪
信
の
家
系
よ
り

其
の
事
蹟
の
一
端
に
及
び
た
る
が
如
き
は
實
に
多
こ
す
べ

き
も
の
な
る
が
、
惜
哉
、
そ
の
研
究
は
大
阪
影
の
奥
書
に

及
ば
す
、
又
天
．
皇
髭
を
加
へ
す
、
其
の
業
蹟
に
つ
い
て
も

文
献
に
よ
る
事
少
き
を
以
て
、
論
旨
は
頗
る
精
重
な
る
も

未
だ
以
て
車
蝦
に
近
か
ら
す
。
・
こ
の
並
等
入
の
甚
だ
し
く

　
　
　
　
　
　
第
「
三
號
　
　
　
⊥
ハ
一
　
（
　
三
入
三
）



　
　
　
錐
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
入
豪
信
法
館
の
醗
箆

遺
憾
こ
す
る
所
な
り
Q

　
　
　
　
　
川
、
結
語

　
以
上
の
諸
項
に
亙
り
て
先
人
諸
學
者
の
豪
信
に
卸
す
る

研
究
を
記
述
し
併
せ
て
こ
れ
に
聾
す
る
批
評
を
蓮
べ
た
る

も
の
な
る
が
、
概
し
て
豪
信
の
尊
像
叢
家
こ
し
て
は
こ
れ

を
認
め
た
る
如
き
も
、
そ
の
事
蹟
に
隠
り
て
は
、
文
獄
史

、
料
に
よ
る
こ
ご
少
き
を
以
て
未
だ
明
確
を
期
し
難
く
、
其

の
作
品
も
糖
園
天
皇
影
ご
大
臣
影
こ
の
み
裕
研
究
さ
れ
π

る
も
帝
王
震
影
に
許
し
て
は
甚
だ
不
充
分
な
る
を
免
れ
ざ

る
な
り
。

　
　
　
二
、
史
料
の
上
よ
り
見
た
る
豪
信

　
　
　
　
イ
、
豪
信
の
家
系

　
豪
信
は
藤
原
氏
の
出
に
し
て
、
似
絃
名
人
隆
信
の
後
萄

な
り
。
代
々
叢
を
以
て
名
あ
り
。
そ
の
家
系
に
つ
い
て
は

愚
説
あ
り
て
隆
信
の
子
信
實
よ
り
五
号
こ
も
い
は
れ
、
或

は
ム
病
難
…
ゾ
」
も
伽
柑
す
。

　
そ
の
六
世
説
は
．
零
卑
分
賑
を
以
て
尤
も
早
き
も
の
こ
な

　
　
　
　
　
　
旧
事
一
二
號
　
　
　
ム
ハ
ニ
　
　
（
　
三
八
四
）

す
べ
く
、
郎
ち
、

　
銃
費
．
；
爲
機
…
伊
信
…
－
爲
信
…
儒
理
一
豪
信

ビ
あ
る
に
基
け
る
な
る
べ
し
。
こ
の
後
に
於
け
る
六
母
説

を
探
用
す
る
も
の
は
悉
く
こ
れ
に
よ
る
◎

　
然
る
に
他
に
五
世
説
を
出
張
す
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
は

豪
信
を
以
て
爲
信
の
子
ε
な
し
、
信
書
よ
り
起
算
し
て
五

世
こ
な
す
も
の
に
て
、
そ
の
謹
籍
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
め
　
　
の
　
　
り

　
　
一
、
花
園
院
鳥
影
奥
書
に
法
印
豪
信
故
爲
雄
踏
落
丁
こ
あ
り
。

　
二
、
高
志
院
震
記
、
元
慮
二
年
九
月
八
醸
の
條
に
召
律
師
豪
信

　
　
　
す
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
の

　
　
藤
爲
信
卿
息
也
－
こ
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
ゆ
　
の
　
ゆ

　
三
、
囁
二
恩
奥
書
、
読
響
代
々
影
豪
信
法
印
偏
信
卿
子
－
し
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
　
　
は

　
四
、
愈
卑
分
脈
　
宮
内
省
本
に
は
　
豪
信
實
父
爲
信
卿
・
こ
あ
り
。

以
上
四
例
必
中
第
三
例
謹
ま
で
は
尤
も
確
實
な
る
も
の
な

れ
ば
、
　
一
瓢
疑
ふ
所
な
く
、
第
一
第
二
例
謹
は
豪
信
を
尤

も
信
任
し
給
へ
る
花
園
院
の
愚
筆
に
て
史
料
こ
し
て
絶
封

に
信
を
措
く
べ
く
、
第
三
例
は
葺
画
院
総
掛
法
鵜
王
な
れ

ば
是
れ
亦
尤
も
確
重
な
る
史
料
ご
す
べ
く
、
さ
す
れ
ば
第



，

四
例
の
貧
卑
分
脈
の
↓
尊
慮
ち
、
宮
内
省
本
説
の
如
く
、

豪
信
を
以
て
信
實
幽
霊
ゐ
孫
な
る
爲
信
卿
の
子
こ
す
る
を
。

以
て
正
ビ
す
べ
き
な
り
。

　
　
　
影
踏
第
三
　
曼
殊
院
藏
豪
信
筆
蟻
關
影
奥
書
（
森
冤
齋
模
篇
）

　
　
　
　
ロ
、
豪
信
の
家
は
代
々
似
絡
の
名
匠

　
豪
信
の
頑
隆
信
は
李
安
朝
末
期
の
人
に
し
て
尊
卑
分
脈

に
も

　
隆
信
似
絡
名
人

　
　
錐
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

ご
記
載
さ
れ
し
如
く
當
時
其
の
似
維
の
名
匠
こ
し
て
、
公

家
は
勿
論
其
の
他
に
於
い
て
も
専
ら
其
の
名
磧
々
こ
し
て

傳
は
り
た
る
も
の
、
如
く
、
彼
の
紳
護
年
所
藏
の
頼
朝
、

重
盛
等
ご
傳
へ
ら
る
、
人
物
叢
五
輻
は
絶
代
の
名
作
に
し

て
、
い
つ
れ
も
其
の
筆
者
を
隆
信
に
擬
す
る
は
全
く
そ
の

所
以
な
り
。
其
の
子
懇
懇
ま
た
父
に
綴
ぎ
て
名
匠
の
名
高

く
、
奪
卑
・
懇
懇
に
も
「
似
総
…
書
名
人
也
」
ざ
さ
れ
、
其
の
他
・

の
諸
書
に
も
其
の
書
蓮
に
於
け
る
事
蹟
和
載
せ
、
今
日
残

存
す
る
大
和
檜
に
も
其
の
筆
蹟
ご
傳
ふ
る
も
の
甚
だ
多
く

就
中
奮
佐
竹
家
三
十
六
歌
仙
の
如
き
，
徳
川
伯
離
家
藏
随

身
懇
懇
絡
憲
の
如
き
尤
も
優
越
の
作
品
こ
な
す
べ
き
に
似

た
う
。

　
其
子
纏
縫
、
信
海
、
専
阿
彌
陀
佛
等
悉
く
似
檜
の
名
手

に
し
て
、
爲
繊
の
事
蹟
は
諸
書
史
に
見
え
、
信
海
は
醍
醐

法
印
に
し
て
自
猫
寓
の
不
動
明
王
其
の
他
計
幅
を
醍
醐
寺

に
残
し
、
専
阿
彌
陀
佛
は
親
鶯
上
人
の
鏡
御
影
を
寓
し
だ

る
人
に
し
て
、
其
の
描
線
、
圖
法
流
石
に
こ
の
家
の
人
た

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
山
一
三
　
　
（
　
一
二
入
五
）

嚇



　
　
　
策
十
四
谷
　
　
研
　
究
　
　
似
鯉
の
名
人
豪
儒
法
印
の
研
究

る
を
思
は
し
む
。

　
爲
縫
の
子
伊
信
ま
た
書
割
に
名
手
な
り
し
が
、
孫
甲
信

刑
部
卿
こ
し
て
（
豪
信
の
父
）
製
法
に
出
色
の
馨
あ
り
。
其

の
作
品
も
相
當
に
多
く
其
の
編
纂
に
な
る
帝
王
震
影
は
其

の
優
作
な
り
。
か
く
て
爲
信
の
子
を
豪
信
こ
な
す
。

．
か
く
記
述
し
昇
れ
ば
こ
の
法
性
寺
家
な
る
家
は
、
官
位

は
代
々
中
流
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
叢
匠
こ
し
て
特
に
似
絡
の

名
入
こ
し
て
當
代
に
馳
せ
ら
れ
た
る
天
才
的
優
良
家
系
こ

も
い
ふ
べ
く
、
こ
の
他
一
族
中
に
数
多
の
勅
選
歌
人
を
有

す
る
こ
ご
も
ま
た
興
昧
あ
る
事
實
に
し
て
、
こ
れ
等
の
研

究
は
以
て
鎌
倉
時
代
文
化
の
産
め
る
有
力
な
る
結
晶
ご
繕

す
べ
き
も
の
な
り
。

　
　
　
　
ハ
、
豪
信
の
事
蹟

　
豪
信
は
前
出
の
如
く
信
實
五
世
の
脊
に
し
て
、
爲
信
の

子
な
る
が
、
宜
ハ
の
出
　
生
年
次
は
一
全
く
．
知
る
べ
か
ら
す
。
從

っ
て
そ
の
賂
傳
の
如
き
も
一
切
不
明
な
る
が
、
予
輩
の
研
，

究
に
よ
れ
ば
、
父
爲
信
は
嘉
．
兀
四
年
（
｝
九
六
六
）
五
十
九

　
　
　
　
　
　
麓
零
点
號
　
　
　
山
ハ
四
　
　
（
　
三
入
山
ハ
）

歳
を
以
て
毘
家
し
、
次
い
で
正
和
五
年
（
一
九
七
六
）
ま
で

の
問
に
死
亡
し
た
る
事
な
れ
ば
、
豪
信
は
此
頃
已
に
相
當

の
年
輩
に
達
し
た
る
も
の
と
見
る
べ
く
、
師
ち
そ
れ
よ
り

四
年
後
の
元
癒
二
年
（
一
九
入
○
）
に
は
已
に
豪
信
は
律
師

量
り
し
に
て
も
塾
せ
ら
を
な
久
舗
院
）
。
そ
の
後
嘉

暦
元
年
二
九
入
さ
に
は
豪
信
俗
響
見
え
（
華
頂
要
略
門
生
傳
）
・

そ
れ
よ
り
十
二
年
後
な
る
暦
癒
元
年
（
｝
九
九
八
）
に
は
法

印
こ
な
れ
り
（
長
鵬
寺
所
藏
花
園
院
震
影
堤
書
）
。
し
か
し
て
彼
の
法
印
の
時
代

は
可
な
り
長
か
り
し
如
く
、
そ
は
貞
和
四
年
（
二
〇
〇
八
）

に
も
爾
、
豪
信
法
印
こ
い
ふ
事
見
ゆ
る
を
以
て
（
園
太
暦
）

前
後
十
ヶ
年
以
上
も
法
印
時
代
あ
b
し
を
知
る
べ
し
。

　
彼
の
経
歴
は
以
上
の
ほ
か
多
く
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
，

先
人
の
已
に
述
べ
た
る
如
く
「
貞
和
の
比
の
人
」
こ
い
ふ
こ

ε
は
そ
の
作
品
の
世
代
に
係
る
も
の
多
き
を
以
て
見
て
も

愈
々
そ
の
説
の
妥
當
な
る
を
考
へ
得
べ
き
な
り
。

　
さ
て
次
に
彼
の
韻
書
作
製
上
の
年
次
を
考
察
す
る
に
當

代
の
日
記
そ
の
他
に
よ
り
て
大
略
次
の
如
き
諸
事
蹟
を
見



出
し
得
る
な
り
。

　
　
一
、
元
慮
二
年
九
月
八
日
に
、
後
伏
見
、
花
園
爾
院
等
栂
尾
に

　
　
御
幸
あ
り
、
御
影
堂
を
参
拝
さ
れ
、
綾
い
て
律
師
豪
信
を
召

　
　
し
て
御
影
を
蔦
さ
し
め
し
が
、
こ
の
御
影
は
正
慶
年
間
に
豪

　
　
信
を
し
て
謹
窮
せ
し
め
し
所
ぐ
こ
瓢
毫
末
の
翻
異
な
く
恰
も

　
　
龍
顔
に
向
ふ
ミ
同
様
な
り
云
々
、
こ
の
記
事
あ
れ
ば
、
豪
信
は

　
　
奪
貴
の
御
影
を
も
窮
し
奉
り
し
事
あ
る
を
知
る
べ
く
、
實
に

　
　
似
絡
叢
入
・
こ
し
て
の
光
榮
の
極
み
な
り
。
こ
の
時
彼
は
律
師

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
の
職
に
あ
り
し
な
り
。
（
糀
園
給
炭
記
）

　
二
、
籍
暦
元
年
丙
寅
九
月
仕
五
B
、
始
行
当
鎭
和
爾
影
供
。
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
　

　
　
今
以
唇
永
爲
毎
年
例
事
、
以
豪
信
曾
都
令
寓
小
島
殿
御
影
誌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
の
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
の

　
　
露
盤
濫
作
讃
於
糞
暑
染
墨
委
（
華
頂
婁
略
円
生
傳
、
環
闘
）

　
　
ミ
あ
れ
ば
豪
信
が
億
都
時
代
に
愈
圓
親
王
の
命
に
よ
り
慈
鎭

　
　
和
禽
の
影
像
を
爲
し
、
そ
の
講
文
は
愈
饅
親
王
が
親
ら
筆
を

　
　
染
め
給
ひ
し
由
に
て
、
豪
信
ミ
親
王
ミ
の
合
作
は
箪
に
帝
王

　
　
震
影
、
搬
雲
影
、
縦
距
影
の
み
に
止
ま
ら
す
、
そ
の
以
前
に

　
　
於
い
て
か
・
る
製
作
あ
り
し
事
を
も
知
る
べ
き
な
り
。

　
一
『
つ
い
で
暦
慮
元
年
に
は
花
園
院
の
震
影
を
窮
し
奉
μ
り
。

　
　
そ
の
事
は
京
都
麿
梅
津
の
長
囲
寺
葉
身
の
震
影
の
奥
書
に
見

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
、
似
絡
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

ゆ
る
麗
に
し
て
、

　
予
之
腋
質
、
法
印
豪
信
故
爲
目
皿
息
所
樋
也
、
干
時
暦
鷹
改

　
元
無
射
之
候
也
。

ミ
あ
り
。
御
法
躰
の
御
影
に
し
て
極
め
て
爲
實
的
の
製
作
な

り
。
こ
の
時
に
は
豪
信
は
法
印
ご
な
れ
り
。
目
の
あ
た
り
天

皇
に
親
近
し
て
三
崎
を
湿
し
奉
り
し
事
は
巳
に
第
一
例
に
蓮

べ
し
如
く
な
る
が
、
か
く
展
、
々
豪
信
は
傘
貴
の
御
影
を
筆
に

し
た
る
事
家
糸
に
も
よ
る
べ
く
父
組
の
経
歴
に
も
よ
る
べ
し

さ
れ
さ
そ
は
彼
が
名
匠
な
る
所
原
は
最
も
第
一
の
條
件
た
り

し
な
る
べ
し
。
こ
の
事
實
に
よ
り
て
考
察
す
る
に
、
彼
豪
信

は
花
園
院
の
震
影
を
二
通
り
細
し
た
る
事
を
知
る
べ
き
に
て

一
は
こ
の
法
喜
影
像
な
り
。
こ
は
帝
王
難
癖
中
の
御
直
衣
の

御
影
像
な
り
。
同
一
人
の
製
作
な
れ
ば
描
法
悉
く
同
一
な
り

こ
れ
に
よ
り
て
花
園
院
の
震
影
の
方
よ
り
い
へ
ば
、
妙
心
寺

玉
鳳
院
に
傳
ふ
る
鏡
御
影
ミ
合
せ
て
三
編
現
存
す
る
澤
に
て

こ
の
最
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
辻
丈
墨
博
士
の
所
説
に
て

は
震
策
ε
い
ふ
所
傅
は
不
明
な
る
も
、
南
北
朝
前
後
の
も
の

轟
察
さ
る
云
々
轟
罐
影
）
・
・
い
は
れ
、
予
輩
の
樂
頃

の
所
作
読
ε
大
軍
同
一
な
る
も
何
放
に
か
博
士
は
、
帝
王
震

　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
山
一
五
　
　
（
　
三
八
七
）



　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
・
・
似
維
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

影
絡
巻
中
に
花
園
院
の
立
派
な
る
直
衣
の
尊
影
あ
る
事
を
一

言
も
論
及
さ
れ
ざ
り
し
は
頗
る
遺
憾
の
事
な
り
。

　
三
豊
第
四
　
花
園
院
震
三
芳
の
御
影
（
妙
心
寺
藏
）蟻鑑

四
、
次
い
で
虞
和
四
年
（
二
〇
〇
八
）
十
一
月
に
は
時
の
太
攻
大

　
臣
洞
院
公
賢
の
省
像
を
描
き
し
事
、
そ
の
日
記
な
る
園
太
暦

　
に
見
ゆ
。
そ
は
こ
獄
よ
り
先
き
宮
中
に
て
花
園
上
皇
勅
撰
の

　
　
　
　
　
籠
”
三
號
　
　
　
六
山
ハ
　
（
　
三
入
入
）

風
雅
集
遊
宴
の
催
あ
り
。
そ
の
際
参
列
し
た
る
諸
員
の
似
総

　
を
豪
信
法
印
に
命
じ
て
描
か
し
め
た
る
が
、
公
賢
は
所
勢
の

　
た
め
不
参
な
り
し
を
以
て
、
時
日
を
経
て
此
の
時
に
特
に
似

　
総
を
描
か
し
め
た
る
も
の
な
り
ミ
い
ふ
。
以
上
の
四
例
謹
は

時
日
分
明
せ
る
も
の
に
て
、
元
慮
よ
り
貞
和
に
亘
り
約
三
十

　
年
間
の
彼
の
事
業
な
り
。
し
か
し
て
爾
ほ
こ
の
他
に
時
日
一

　
切
分
明
な
ら
ざ
る
記
事
も
あ
り
。
ま
た
は
古
書
に
そ
の
所
傳

　
を
記
す
る
あ
り
。
そ
れ
等
を
も
併
せ
て
次
項
に
記
載
せ
ん
ミ

　
す
。

五
、
歴
代
帝
王
震
影
中
，
花
園
、
後
醍
醐
二
震
影
を
描
く
。
振

朧
影
、
大
臣
影
も
発
藩
岳
な
り
（
三
巻
絡
巷
の
奥
書
）
そ
れ
に

　
關
し
て
は
章
を
新
に
し
て
説
く
所
あ
ら
ん
，
こ
す
。

六
、
近
衛
家
文
書
中
に
は
彼
が
京
極
殿
の
省
像
を
難
き
て
、
好

評
を
博
し
概
難
双
・
仁
L
誘
せ
ら
る
。
（
懲
歴
難

購
）
思
ふ
に
彼
家
累
世
似
絡
の
名
匠
・
乙
て
天
下
に
名
あ

　
り
。
こ
れ
を
以
て
三
三
、
描
線
、
彩
色
自
ら
工
夫
す
る
所
あ
．

　
り
て
聡
く
も
せ
す
。
家
士
隆
信
、
信
實
の
盛
名
は
い
は
す
も

が
な
、
こ
・
に
至
り
て
逡
に
こ
の
派
野
駈
の
大
成
を
な
し
、

　
世
人
を
し
て
「
似
給
無
双
ノ
仁
」
¶
こ
い
は
し
む
る
に
至
る
。
藝

●



　
　
衛
の
容
こ
し
て
は
ま
さ
し
く
嵐
て
至
上
の
讐
こ
い
ふ
べ
き
な

　
　
り
〇

　
七
、
ヒ
野
家
に
文
珠
菩
薩
の
像
あ
り
b
豪
信
の
作
ミ
傳
ふ
。

　
八
、
古
露
備
考
所
載
の
記
事
に
豪
婿
は
そ
の
悲
掻
の
た
め
に
文

　
　
珠
を
爲
せ
り
ぐ
．
一
傳
ふ
。

　
九
、
冷
泉
伯
蕉
藏
の
阿
彿
規
幾
像
あ
．
侮
。
博
ふ
る
所
豪
信
の
製

　
　
作
に
て
其
の
讃
は
爲
家
卿
な
り
。
其
の
眞
臓
は
不
明
な
る
も

　
　
其
構
闘
－
こ
描
法
ざ
は
こ
の
家
特
殊
の
手
法
に
て
、
之
を
豪
信

　
　
に
擬
．
す
る
ま
た
故
な
し
・
こ
せ
す
。

以
上
は
大
膿
に
於
い
て
豪
儒
の
賂
傳
ご
其
の
業
蹟
ご
を
文

書
記
録
乃
至
製
作
品
の
釈
傳
等
に
よ
り
て
孜
察
せ
る
も
の

に
て
、
未
だ
鵜
瞭
を
嵌
く
黙
少
し
ご
せ
ざ
る
も
、
中
世
の

藝
術
家
の
傳
記
を
見
る
に
概
・
ね
傳
説
的
の
事
記
に
し
て
、

眞
に
確
實
性
を
有
す
る
も
の
少
く
、
こ
れ
等
に
比
す
れ
ば

晶
剛
記
の
豪
信
傳
は
寧
ろ
以
て
確
實
性
に
富
む
有
力
な
る
も

の
ざ
い
ふ
べ
き
な
り
。
況
ん
や
後
章
説
く
所
の
帝
王
震
影

そ
の
他
二
藩
の
大
製
作
品
め
る
あ
り
。
か
、
る
中
嶽
書
壇

の
大
家
が
今
ほ
ま
で
世
に
あ
ら
は
れ
ざ
る
、
寧
ろ
其
に
不

　
　
　
隼
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
似
紛
の
名
人
豪
信
法
印
の
研
究

思
議
に
堪
へ
ざ
る
な
り
G

第
三
號
　
　
六
七
　
（
　
三
俄
雪
）


